
平成２９年１０月１２日（木）に独立行政法人国際協力機構（JICA）の現地研修が森林
技術・支援センターで技術開発等を行っている試験地内で１２ヶ国、１４名の研修生が
「持続可能な森林経営のための政策立案能力の強化」の課題習得のため行われました。
平成２５年度から３年間行った実生コンテナ苗を用いた一貫作業システム実証試験地と
筑波山複層林試験地の見学に併せて概要の説明と質疑応答を行いました。

ＪＩＣＡ研修を実施

実生コンテナ苗を用いた一貫作業システム実証試験地見学とビデオ視聴

筑波山複層林試験地 現地研修状況


